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ss-Vent 室内外流管解析に基づく通風量の簡易予測法に関する研究

（その10）流管内エネルギーの散逸量および輸送量に関する基礎的検討
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従来手法

研究背景と研究目的
自然通風時の換気量を予測する際、従来手法で換気の式を用いると換気量が過小評価される。
しかし、実用的な精度を有する通風量の簡易予測手法は未だに確立されていない。
そのため、本研究では流管内パワーバランスに基づいた通風量の簡易予測手法の確立を目的としている。
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パワーバランスモデル

本報の目的 解析条件
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どちらも実際の通風現象に基づいていない

(PsA + PdA ) ⋅Q = (PsD + PdD ) ⋅Q + LPAB + LPBC + LPCD

PWA = PWD + LPAB + LPBC + LPCD

↓

換気量　 を求めるためには流管内の圧力や
エネルギー損失 (LP) を知る必要がある。

流管内の検査面間でのエネルギー保存式
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エネルギー損失を予測するための基礎検討として
通風経路全体でのエネルギーフローを明らかにする。

パワーロスとその原因

開口率（φ）をパラメータとする。

既往の風洞実験で用いた簡易な矩形室モデルを
CFD解析を用いて再現する。
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CV内のパワーロス LPをNavier-Stokes 方程式から導くと ...

パワー輸送のメカニズム解明のためエネルギー散逸の定量的な評価を行う

各項の中でも乱流エネルギーの散逸（ε）が支配的と考えられる。

室内外流管とεの分布図室内外流管と全圧の分布図

CV周壁から輸送される
パワー（TP）を算出する

CV内で熱エネルギーに
変換されて消散する

パワー（DP）を算出する

CV検査面に流入・流出
するパワーの差（ΔPW）を
パワーロス（LP）とする

流管をコントロール
ボリューム（CV）に分割

流管内全圧（エネルギー）は流管周壁付近で
低下し、後流域では全圧が低い領域が広がる

流管境界線付近でエネルギー散逸率が大きな
値をとっている
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→ 定性的な評価として、全圧（輸送パワーの密度）とεの分布から室内
　 外流管でのエネルギー低下位置とεが大きな値をとる位置を把握する →

→

パワーの損失量と消散量

風上検査面から任意の検査面までのεの積分値をその位置までの消散量（Dissipated Power）とする。
風上検査面と任意の検査面のパワーの差をその位置までの損失量（Lost Power）とする。

室内外流管の内部において

消散+外側への放出
消散 +外側からの供給

風上での損失（=0）
室内での損失

消散 +外側への放出
消散 +外側からの供給

風上での損失（=0）風上での損失（=0）
室内での損失

消散 +外側への放出
消散 +外側からの供給室内での損失
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風下での散逸量

通風経路全体での損失量
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「損失量 (LP)= 消散量 (DP)+ 周壁からの輸送量 (TP)」と仮定して
エネルギーフローを明らかにする。

今後の課題
→室外側流管に関しては風下側パワー算出の精度が不十分
＊条件によっては室外側流管風下側でパワー輸送の向きが不自然な結果が得られた

7つのCV
に分割する

より現実的な建物条件・様々な風向条件下でデータを整備する。
LESを用いた高精度解析により、風下側の輸送パワーの算出精度を向上させる。


